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上
半
期
の
各
部
門
を
合
わ
せ
た
事

業
総
利
益
は
３
億
４
７
３
７
万
円
（
計

画
比
97
・
０
％
）
と
な
り
、
事
業
利

益
に
お
い
て
は
計
画
差
１
０
５
０
万

減
、
経
常
利
益
に
お
い
て
も
計
画
差

１
１
６
９
万
減
の
実
績
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
く
計
画
を
下
回
っ
た
要
因
は
、

平
成
28
年
度
後
継
牛
安
定
確
保
対
策
事

業
（
性
判
別
精
液
助
成
金
）
の
支
払
を
、

税
法
上
有
利
な
対
応
と
し
て
、
改
良
事

業
の
費
用
で
支
出
し
た
た
め
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
加
味
し
た
場
合
は
経
常
利
益

で
１
１
９
９
万
程
計
画
を
上
回
る
状
況

で
す
。

　
下
半
期
も
２
カ
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
各
事
業
、
計
画
達
成
に
向

け
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
以
下
に
各
部
門
の

上
半
期
実
績
に
つ
い
て
概
況
を
報
告
致

し
ま
す
。

一
．
生
乳
受
託
事
業

①
　
生
産
状
況
等
に
つ
い
て

　
生
乳
生
産
量
は
４
～
６
月
度
に
お
い

て
計
画
比
１
０
１
％
台
と
好
調
な
生
産

と
な
っ
た
が
、
７
月
の
猛
暑
の
影
響
等

か
ら
７
・
８
月
は
計
画
を
若
干
下
回
っ

た
も
の
の
、
大
規
模
酪
農
家
の
生
産

量
が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
も
あ
り
生

産
量
11
万
９
４
１
９
ｔ
（
前
年
比
99
・

９
％
、
計
画
比
１
０
０
・
７
％
）
と
計
画

を
若
干
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
乳
販
売
高
は
、
関
東
生
乳
販
連

の
特
定
乳
製
品
向
け
が
前
年
比
88
・

４
％
と
減
少
し
、
さ
ら
に
加
工
率
が

０
・
88
％
下
回
っ
た
こ
と
も
加
わ
り
、

１
３
４
億
３
０
５
７
万
円
（
前
年
比

１
０
０
・
２
％
、
計
画
比
１
０
１
・
３
％
）

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

②
　
乳
質
に
つ
い
て

　
乳
脂
肪
率
は
、
本
年
１
月
以
降
大
規

模
酪
農
家
の
低
下
が
影
響
し
前
年
を
下

回
る
状
況
で
推
移
し
た
が
、
直
近
８
・

９
月
に
お
い
て
は
前
年
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
無
脂
乳
固
形
率
は
、

前
年
並
み
で
推
移
し
た
が
、
７
・
８
月

に
前
年
を
割
れ
９
月
度
に
は
回
復
に
至

り
ま
し
た
。
体
細
胞
数
は
前
年
を
下
回

る
好
成
績
で
し
た
が
、
７
月
の
猛
暑
の

影
響
等
か
ら
８
月
度
の
み
前
年
を
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
半
期
の
不
合
格
件
数
は
前

年
を
17
件
下
回
り
、
４
９
５
件
と
な
り

ま
し
た
。

　
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

完
全
定
着
化
に
つ
い
て
は
、
重
点
項
目

の
未
記
帳
者
数
０
件
と
目
標
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
尚
、
不
良
乳
の
発
生
は
前
年
同
期
と

同
じ
３
件
で
し
た
。

③
　
奨
励
金
に
つ
い
て

　
需
要
期
出
荷
奨
励
金
は
１
億
２
５
５
１

万
円
（
前
年
比
99
・
５
％
、
計
画
比

１
０
０
・
３
％
）、
需
要
期
優
良
生
乳

出
荷
奨
励
金
は
該
当
率
23
・
１
％
、

３
５
８
０
万
円
（
前
年
比
94
・
６
％
、

計
画
比
99
・
２
％
）
の
実
績
で
し
た
。

④
　
生
乳
計
画
生
産
に
つ
い
て

　
上
半
期
の
生
乳
計
画
生
産
は
、
組
合

員
の
申
告
乳
量
（
割
当
配
分
）
比
98
・

５
％
、
関
東
生
乳
販
連
計
画
生
産
目
標

数
量
比
１
０
０
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

二
．
購
買
事
業

　
上
半
期
の
飼
料
供
給
量
は
、
Ｔ
Ｍ

Ｒ
飼
料
の
メ
ニ
ュ
ー
変
更
等
に
よ
る

利
用
増
を
受
け
、
濃
厚
飼
料
に
お
い

て
は
３
万
９
４
２
１
ト
ン
（
計
画
比

１
０
０
％
）
と
ほ
ぼ
計
画
通
り
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
Ｔ
Ｍ
Ｒ
へ
の
移
行
や
自

給
飼
料
の
利
用
が
引
き
続
き
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
粗
飼
料
に
お
い
て
は

１
万
６
２
５
６
ト
ン
（
計
画
比
96
・
７
％
）

と
計
画
を
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
り
ま
す

が
、
利
用
量
別
奨
励
金
を
配
合
飼

料
１
億
０
９
９
１
万
円
、
粗
飼
料

１
３
５
７
万
円
、Ｔ
Ｍ
Ｒ
等
８
１
３
万
円
、

総
額
で
１
億
３
１
６
２
万
円
（
計
画
比

99
・
３
％
）
を
支
払
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
今
年
度
よ
り
配
合
飼
料
利

用
量
別
奨
励
金
の
単
価
を
ラ
ン
ク
別
か

ら
算
定
値
方
式
に
改
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
収
支
に
お
い
て
は
、
計
画
外
の

利
用
高
配
当
金
等
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
１
億
０
３
２
８
万
円
（
計
画
比

１
０
７
・
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
酪
農
指
導
及
び
流
通
事
業

　
酪
農
指
導
事
業
に
お
い
て
は
酪
農
経

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
巡
回
指
導
を

通
し
飼
養
管
理
改
善
を
行
っ
た
ほ
か
、

良
質
自
給
飼
料
生
産
の
安
定
と
拡
大
に

向
け
た
支
援
、
各
種
補
助
事
業
を
推
進

す
る
と
共
に
、
組
合
・
制
度
資
金
借
入

等
の
相
談
や
組
織
活
動
支
援
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
良
質
自
給
飼
料
生
産
の
安
定

と
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、農
作
業
受
委
託
検
討
会
を
開
催
し
、

既
存
組
織
の
受
託
状
況
の
把
握
と
新
た

な
組
織
の
立
ち
上
げ
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
、
各
支
所
、
各
地
域
の
実
情
、
要

望
を
把
握
し
今
後
も
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
酪
農
と
ち
ぎ

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
受
託
面
積
の
増
加

に
伴
い
、
効
率
的
な
作
業
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
各
支
所
と
連
携
し
て
対
応
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン

畑
に
お
け
る
雑
草
対
策
と
デ
ン
ト
コ
ー

ン
収
穫
の
注
意
点
に
つ
い
て
文
書
を
発

信
し
、
良
質
な
自
給
飼
料
生
産
に
対
す

る
啓
蒙
を
行
い
ま
し
た
。
更
に
、
今
年

度
も
県
北
を
中
心
に
放
射
性
物
質
の
影

響
に
よ
る
牧
草
の
給
与
前
検
査
が
必
要

と
な
り
、
サ
ン
プ
ル
採
取
の
巡
回
等
を

通
し
、
安
全
で
安
心
な
生
乳
生
産
に
努

め
ま
し
た
。

　
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成
支
援
と
し

て
は
、
９
月
に
「
第
４
回
酪
農
と
ち
ぎ

p
resen

ts R
A

D
IO

 B
E

R
R

Y
 

カ

ッ

プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
、

そ
の
結
果
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し

ま
し
た
。
更
に
、
７
月
に
は
青
年
部
傘

下
の
Ｄ
Ｄ
Ｆ
（
デ
―
リ
ィ
　
ド
リ
ー
ム
　

フ
ァ
マ
ー
ズ
）
主
催
の
ド
ラ
イ
ブ
デ
ー

ト
も
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
継

承
に
関
し
て
第
３
者
に
よ
る
経
営
継
承

事
案
に
対
し
て
、
県
や
関
係
機
関
と
の

打
ち
合
わ
せ
や
協
議
等
を
通
じ
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、定
休
利
用
、

傷
病
利
用
共
に
増
加
し
、
計
画
を
上
回

り
ま
し
た
。（
計
画
比
１
０
８
・
１
％
）

　
補
助
事
業
関
連
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
の
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化

整
備
特
別
対
策
事
業
（
85
戸
）、
畜
産
・

酪
農
生
産
力
強
化
対
策
事
業
（
１
８
０

戸
）
を
始
め
、
乳
用
後
継
牛
緊
急
確
保

事
業
（
１
８
７
戸
）、
飼
料
生
産
型
酪

農
経
営
支
援
事
業
（
１
０
３
戸
）、
酪

農
経
営
体
生
産
性
向
上
緊
急
対
策
事
業

（
３
戸
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

公
社
営
事
業
や
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
特
別
対
策
事
業
（
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
）に
よ
る
規
模
拡
大
に
対
応
し
て
、

関
係
機
関
や
金
融
機
関
と
の
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
流
通
事
業
の
預
託
事
業
は
、
預
託
需

要
が
高
ま
り
昨
年
を
上
回
る
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
導
入
事
業
に
お
い

て
は
、
Ｊ
ミ
ル
ク
の
酪
農
乳
業
産
業
基

盤
強
化
特
別
対
策
事
業
に
よ
る
オ
ー
ス

平
成
29
年
度
上
半
期
事
業
実
績
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ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
導
入
が
あ
り
計
画
を

上
回
り
ま
し
た
。

四
．
改
良
事
業

　
凍
結
精
液
販
売
事
業
の
乳
用
牛
は
、

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
及
び
後
継
牛
安
定
確

保
対
策
事
業
に
よ
り
性
判
別
精
液
の
利

用
を
促
進
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
分
精

液
が
円
滑
に
確
保
で
き
計
画
を
前
倒
し

て
供
給
で
き
ま
し
た
が
、
夏
場
の
授
精

頭
数
減
少
等
に
よ
り
、
通
常
精
液
の
販

売
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
計
画
を

下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
肉
用
牛

精
液
は
人
気
種
雄
牛
の
確
保
に
努
め
販

売
増
を
図
り
ま
し
た
が
、
入
荷
本
数
が

制
限
さ
れ
、
計
画
を
下
回
る
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
乳
用
牛
、
肉
用
牛
精
液
を

合
わ
せ
て
２
万
２
４
４
本
と
な
り
ま
し

た
。（
計
画
比
96
・
３
％
）

　
受
精
卵
販
売
事
業
は
、
乳
用
牛
精
液

と
同
様
に
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
で
の
性
判

別
受
精
卵
及
び
、和
牛
受
精
卵
、リ
ピ
ー

ト
ブ
リ
ー
ダ
ー
対
策
の
Ｆ
１
受
精
卵
供

給
に
よ
り
計
画
を
上
回
る
実
績
と
な
り

ま
し
た
。（
計
画
比
１
８
６
・
４
％
）

　
登
録
業
務
は
、
血
統
登
録
は
自
動

登
録
へ
８
件
の
新
規
加
入
が
あ
っ
た

こ
と
と
、
事
故
の
解
消
に
努
め
た
結

果
、
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。（
計
画

比
１
０
３
・
1
％
）

　
牛
群
検
定
事
業
は
、
検
定
成
績
の
利

活
用
、
普
及
支
援
に
努
め
、
上
期
に
お

い
て
お
試
し
事
業
に
１
件
が
参
加
し
ま

し
た
。

五
．
診
療
事
業

　
繁
殖
検
診
事
業
は
、
５
月
か
ら
４

名
体
制
に
戻
り
、
新
規
４
戸
と
夏
場

涼
し
か
っ
た
こ
と
で
発
情
鑑
定
や
妊

娠
鑑
定
、
乾
乳
前
の
再
妊
鑑
が
多
く

計
画
を
上
回
り
ま
し
た
（
計
画
比

１
０
３
・
５
％
）。
乳
房
炎
防
除
事
業

は
、
バ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

全
支
所
で
取
り
組
み
、
ほ
ぼ
計
画
通

り
で
し
た
（
計
画
比
１
０
０
・
５
％
）。

し
か
し
、
個
体
及
び
分
房
乳
検
査
は
、

依
頼
が
少
な
く
計
画
を
下
回
り
ま
し

た
（
計
画
比
60
・
２
％
）。
受
精
卵
移

植
事
業
の
採
卵
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・

和
牛
共
に
依
頼
が
多
く
計
画
を
上
回
り

ま
し
た
（
計
画
比
１
３
６
・
４
％
）。
移

植
は
、
補
助
事
業
の
和
牛
卵
や
和
牛
Ｉ

Ｖ
Ｆ
卵
、
Ｆ
１

－

Ｉ
Ｖ
Ｆ
卵
の
移
植
が

多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
（
計
画
比

１
１
８
・
９
％
）。
人
工
授
精
は
８
月
中

旬
以
降
気
温
が
低
か
っ
た
こ
と
で
、
自

然
発
情
や
検
診
時
の
同
期
化
に
よ
る
授

精
が
多
く
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
（
計

画
比
１
１
７
・
２
％
）。放
牧
場
関
係
は
、

ふ
れ
あ
い
牧
場
や
葛
巻
放
牧
場
預
託
の

下
見
巡
回
件
数
が
多
く
計
画
を
上
回

り
ま
し
た
（
計
画
比
１
１
５
・
３
％
）。

診
療
事
業
収
支
に
つ
い
て
は
、
事

業
利
益
で
１
４
２
９
万
円(

計
画
比

１
１
１
・
６
％)

と
な
り
ま
し
た
。

六
．
牧
場
事
業

　
牧
場
事
業
は
、
牧
場
の
飼
養
、
圃
場

管
理
全
般
の
作
業
等
を
酪
農
と
ち
ぎ

の
子
会
社
で
あ
る
㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア

グ
リ
サ
ポ
ー
ト
に
委
託
し
、
効
率
的

な
事
業
運
営
が
図
れ
ま
し
た
。
飼
養

管
理
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
発
育
向

上
に
努
め
た
結
果
、
授
精
月
齢
の
短

縮
が
図
れ
ま
し
た
。（
平
均
24
・
５
ヶ

月
齢
分
娩
）
預
託
頭
数
は
２
５
０
５

頭
（
前
年
比
１
０
４
・
９
％
、
計
画
比

１
０
２
・
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
収

支
に
つ
い
て
は
、
小
林
放
牧
場
と
土
上

平
放
牧
場
を
利
用
し
、
効
率
的
な
運
営

が
で
き
、
更
に
預
託
頭
数
増
で
あ
る
こ

と
か
ら
事
業
利
益
は
、
４
４
４
万
円
と

な
り
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

七
．
経
営
管
理

　
事
業
管
理
費
は
、
人
件
費
が
計
画
並
、

業
務
費
は
会
議
費
等
の
増
は
あ
り
ま
し

た
が
旅
費
交
通
費
等
が
減
少
し
、
ほ
ぼ

計
画
通
り
の
３
億
６
５
０
６
万
円
（
計

画
比
99
・
９
％
）
の
実
績
で
し
た
。

㈱
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

　
酪
農
と
ち
ぎ
の
子
会
社
で
あ
る
㈱
酪

農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
事
業
運

営
状
況
は
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
収
穫
作
業

の
希
望
者
と
新
規
受
託
が
増
え
た
こ
と

も
あ
り
２
２
４
・
３
ha
の
受
託
で
計
画
比

１
３
０
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

人
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
作

業
の
要
望
も
多
く
６
６
８
・
５
時
間
で
計

画
比
１
３
９
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
収
支
に
つ
い
て
は
、
受
託
業
務
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
事
業
利
益
３
１
１
万

円
と
な
り
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。
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去
る
10
月
14
日
㈯
、
栃
木
県
畜
産

酪
農
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
ミ
ル
ク

の
国
と
ち
ぎ
　
栃
木
県
酪
農
フ
ェ
ア

二
〇
一
七
」
と
題
し
、
栃
木
県
酪
農
協

会
主
催
、
県
内
５
農
協
後
援
、
県
牛
乳

普
及
協
会
の
協
賛
で
、「
第
27
回
栃
木

県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」
と
併
せ
て

盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
酪
農
フ
ェ
ア
会
場
は
、「
ミ
ル
ク
の

国
ゾ
ー
ン
」
と
「
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ

い
ゾ
ー
ン
」
と
に
分
か
れ
、
ミ
ル
ク
の

国
ゾ
ー
ン
で
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
が
開
催
さ
れ
県
内
各
地
か
ら
64
頭
の

乳
牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
共
進
会
会
場

外
側
で
は
、
農
機
具
や
資
材
等
を
酪
農

関
連
業
者
が
展
示
出
店
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
、
酪
農
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
で
は

「
ミ
ル
ク
王
国
フ
ェ
ア
」
と
題
し
、
以

下
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
栃
木
県
産
牛
乳
試
飲
コ
ー
ナ
ー
」

②
「
ミ
ル
ッ
ト
子
供
広
場
コ
ー
ナ
ー
」

　（ 

バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
牛

丸
ふ
わ
ふ
わ
・
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
落

書
き
コ
ー
ナ
ー
）

③
「
バ
タ
ー
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

④
「 

ミ
ル
ク
バ
ス
ボ
ム
（
入
浴
剤
）
工

作
コ
ー
ナ
ー
」

⑤
ミ
ル
ク
ド
ー
ナ
ツ
販
売
コ
ー
ナ
ー

⑥
乳
製
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

　
ま
た
、
恒
例
の
搾
乳
模
擬
体
験
・
子

牛
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、「
牛
乳
入
り

豚
汁
」、
手
作
り
ピ
ザ
体
験
教
室
・
フ
ー

ド
コ
ー
ナ
ー
等
々
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

催
し
に
各
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
関
係
者
を
は
じ

め
一
般
消
費
者
の
方
々
へ

も
乳
牛
や
乳
製
品
を
通
し

た
理
解
醸
成
に
繋
が
っ
た

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

開　会　式

休憩コーナー 牛乳入豚汁 バルーンパフォーマンス

栃木県産牛乳
　試飲コーナー

手作りピザ
体験教室

ロールベール
　落書きコーナー

 

栃
木
県
酪
農
フ
ェ
ア
二
〇
一
七
開
催
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上位入賞者と共に

　
北
海
道
よ
り
有
限
会
社

田
中
牧
場
、
松ま

つ

原ば
ら

秀ひ
で

雄お

氏

を
審
査
員
に
迎
え
未
経
産

４
部
、
経
産
４
部
、
64
頭

の
精
鋭
が
県
内
よ
り
集
結

し
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
改
良
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
厳
正
な
る
審
査
の
結

果
、
当
組
合
か
ら
名
誉
賞

未
経
産
の
部
に
は
清
水
時

雄
氏
、
経
産
の
部
に
は
中

山
真
介
氏
、
準
名
誉
賞
未

経
産
の
部
に
は
中
山
真
介

氏
、
経
産
の
部
に
は
松
井

光
氏
が
輝
き
ま
し
た
。
各

部
上
位
入
賞
牛
結
果
は
下

表
の
通
り
で
す
。
入
賞
者

の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

松
原
審
査
員

名
誉
賞
　
未
経
産
の
部

：

清
水
　
時
雄 

氏

名
誉
賞
　
経
産
の
部

：

中
山
　
真
介 

氏

 

第
27
回
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
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那
須
高
原
支
所

わ
く
わ
く
！小

学
生
が
牧
場
で
搾
乳
体
験

　
10
月
26
日
、
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
那

須
塩
原
市
青
木
の
小
針
結
城
牧
場
に
お

い
て
、
地
元
青
木
小
学
校
三
年
生
を
対

象
に
搾
乳
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
行
事
は
、
酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
黒
磯

支
部
青
木
班
と
小
学
校
が
連
携
し
、
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
つ
い
て
、

子
供
た
ち
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し

て
毎
年
青
年
部
員
の
牧
場
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
14
名
の
生
徒
が
来
場

し
、
送
迎
バ
ス
か
ら
降
り
る
と
「
早
く

牛
さ
ん
が
見
た
い
よ
ー
！
」
と
、
今
日

の
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
様

子
で
は
し
ゃ
ぎ
つ
つ
も
、
牧
場
主
の
小

針
さ
ん
か
ら
の
始
め
の
挨
拶
で
は
、
牛

と
触
れ
合
う
時
の
約
束
事
を
真
剣
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
搾
乳
体
験
の
前
に
、
哺
育
牛
、
育
成

牛
、
搾
乳
牛
の
順
番
で
そ
れ
ぞ
れ
見
学

し
て
頂
き
、
小
さ
な
子
牛
が
搾
乳
牛
と

し
て
と
て
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
に

大
変
驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
搾
乳
体
験
で

は
、
関
東
生
乳
販
連
所
有
の
搾
乳
体
験

車
で
一
人
一
人
順
番
に
搾
っ
て
頂
き
、

順
番
を
待
っ
て
い
る
間
、
子
供
た
ち
は

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
で
待
ち
き
れ
な
い

表
情
で
し
た
。

　
ま
た
、
搾
乳
体
験
が
終
わ
っ
た
ら
バ

タ
ー
作
り
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頂

き
、
な
か
な
か
出
来
ず
に
時
間
が
か

か
っ
た
お
子
さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、
最

後
は
全
員
バ
タ
ー
を
完
成
さ
せ
、
出
来

た
時
は
満
面
の
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
出
来
た
バ
タ
ー
は
ク
ラ
ッ

カ
ー
に
付
け
て
美
味
し
く
味
わ
っ
て
頂

き
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
牧
場
主
の
小
針
さ
ん
、
青

年
部
員
の
皆
さ
ん
に
元
気
い
っ
ぱ
い
の

お
礼
の
挨
拶
を
し
て
体
験
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
青
木
地
区
青
年
部
の
皆
様
の
活
動
に

よ
り
、
今
年
も
子
供
た
ち
に
は
楽
し
い

秋
の
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
う
事
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
体

験
を
き
っ
か
け
に
、
酪
農
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
国
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
消

費
拡
大
の
一
助
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宇
都
宮
支
所

支
所
協
議
会
全
体
研
修
会
を
開
催

　
11
月
６
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
松
井
実
会
長
）
主
催
の
研
修
会
が
、

宇
都
宮
支
所
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
は
、
家
畜
改
良
事
業
団
前

橋
種
雄
牛
セ
ン
タ
ー
次
長
の
田
中
健
一

氏
を
お
招
き
し
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の

活
用
と
Ｃ
Ｄ
（
牛
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代

謝
異
常
症
）
に
つ
い
て
、
17
名
が
受
講

さ
れ
ま
し
た
。

　
先
ず
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
こ
の
評
価
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
情

報
と
血
統
情
報
や
牛
群
検
定
・
後
代
検

定
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
分
析
す
る
事
に

よ
り
遺
伝
的
能
力
を
予
測
す
る
こ
と
で

す
。
日
本
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
未
経

産
牛
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
成
績
の
提
供

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。利
点
と
し
て
は
、

上手に搾れたかな…

搾乳体験車

田中次長講演
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未
経
産
牛
の
全
姉
妹
や
同
一
牛
群
内
で

の
比
較
に
有
効
で
あ
り
、
早
期
に
遺
伝

的
能
力
が
判
明
す
る
こ
と
で
、
交
配
相

手
や
後
継
牛
の
選
定
に
利
用
可
能
と
な

り
ま
す
。
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
は
、
Ｐ
Ａ

（
両
親
の
育
種
価
の
平
均
値
）
よ
り
信

頼
度
が
高
く
、
改
良
速
度
も
早
ま
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
ま
だ

発
展
途
上
の
技
術
で
も
あ
り
、
リ
ス
ク

を
伴
う
事
も
認
識
し
て
お
く
べ
き
と
の

事
で
し
た
。

　
次
に
、
Ｃ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
遺
伝
的

不
良
形
質
と
し
て
国
内
で
も
発
症
牛
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
慢
性
下
痢
等
が
発

症
し
ま
す
。
国
内
対
応
と
し
て
は
、
保

因
種
雄
牛
の
公
表
と
精
液
の
販
売
が
停

止
さ
れ
て
お
り
、
在
庫
が
あ
る
場
合
は

交
配
に
注
意
す
る
様
に
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
以
上
、
農
家
の
立
場
で
色
々
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
、
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
親
睦
交
流

（
宇
河
今
市
地
域
）

　
晴
天
の
11
月
13
日
、
宇
河
今
市
地
域

酪
農
組
合
（
木
村
康
彦
組
合
長
）
主
催

に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
、
富
屋

小
学
校
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
競
技
は
簡
単
で
楽
し
く
、
そ
し
て
健

康
的
な
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
当
日
は
組
合

員
及
び
そ
の
家
族
13
名
が
参
加
し
、
プ

レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
で
は
、
珍
プ

レ
ー
や
好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
な
ど
、

楽
し
く
親
睦
交
流
を
図
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
は
、
場
所
を
「
手
打
ち

そ
ば
季
蕎
（
き
き
ょ
う
）」
に
移
し
、

金
田
修
一
副
組
合
長
の
進
行
に
よ
り
、

和
や
か
に
表
彰
式
及
び
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
盛
り
沢
山
の

賞
品
が
全
員
に
渡
さ
れ
、
皆
さ
ん
満
足

顔
の
な
か
十
分
に
楽
し
ま
れ
、
散
会
し

ま
し
た
。

県
南
支
所

地
域
酪
農
組
合
合
同
研
修
会
を
開
催

　
11
月
９
日
、芳
賀
地
域
酪
農
組
合（
大

瀧
信
夫
組
合
長
）
と
河
内
南
部
・
下
都

賀
地
域
酪
農
組
合（
小
池
久
夫
組
合
長
）

に
よ
る
合
同
研
修
会
を
県
南
支
所
に
て

開
催
し
、
44
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
は
、
蛯
原
聡
氏
（
株
式
会
社

明
治
・
酪
農
部
生
産
グ
ル
ー
プ
専
任
部

長
）
を
講
師
と
し
て
、「
今
、
酪
農
家

に
伝
え
た
い
こ
と
」
と
題
し
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
酪
農
業
界
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境

変
化
に
つ
い
て
、
特
に
生
乳
生
産
基
盤

の
弱
体
化
は
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
は
生

乳
生
産
量
や
酪
農
家
戸
数
の
減
少
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
明
治
と
し

て
「
生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
・
強
化
」

を
目
的
に
、
酪
農
部
生
産
グ
ル
ー
プ
を

２
年
半
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
主
な
活

動
と
し
て
は
、酪
農
家
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

さ
ら
に
来
年
度
か
ら
は
酪
農
専
門
人
材

育
成
研
修
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
酪
農
と
乳
業
が
永
続
的
に
繁

栄
し
続
け
る
た
め
に
、「
酪
農
の
価
値
」

を
お
客
様
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
そ
の

価
値
を
高
く
評
価
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、「
牛
乳
の
価
値
向
上
」
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
牛
舎
や

処
理
室
の
整
理
整
頓
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
消
費
者
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
牛
乳
の
価
値

向
上
に
繋
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
々

の
努
力
が
報
わ
れ
る
の
で
す
。

　
研
修
会
終
了
後
に
は
、
支
所
協
議
会

事
業
と
し
て
花
の
苗
と
球
根
を
配
布
し

ま
し
た
。今
後
も
環
境
美
化
に
取
組
み
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
帳
・
記
録
と
併

せ
て
、
安
全
・
安
心
な
生
乳
生
産
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
県
南
支
所
管
内

の
牛
舎
環
境
調
査
は
12
月
４
～
11
日
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ナイスショット！
酪とちレディースプロ？の皆さん

講師の蛯原氏
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業
務
部

●
第
59
回全

国
牛
削
蹄
競
技
大
会

　
11
月
9
日
に
、
茨
城
県
水
戸
市
の
有

限
会
社
瑞
穂
農
場
鯉
淵
分
場
に
て
第
59

回
全
国
牛
削
蹄
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
認
定
牛
削
蹄
師
の
技

術
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
牛
削
蹄
判
断
競
技
と
牛
削
蹄
競

技
の
２
種
目
の
合
計
点
で
競
い
ま
す
。

牛
削
蹄
判
断
競
技
は
判
断
用
牛
１
頭
に

つ
い
て
、
内
外
蹄
の
負
重
バ
ラ
ン
ス
、

角
度
の
適
否
、
肢
勢
、
蹄
形
、
歩
様
、

疾
病
損
徴
な
ど
、
多
数
の
項
目
に
つ
い

て
適
正
な
判
断
が
下
せ
る
か
と
い
う
競

技
で
す
。
牛
削
蹄
競
技
は
実
際
に
削
蹄

し
、
内
外
蹄
の
バ
ラ
ン
ス
、
形
状
、
下

面
の
処
理
、
削
切
量
、
端
蹄
廻
し
処
理
、

時
間
内
に
終
了
で
き
る
か
の
項
目
で
採

点
さ
れ
競
い
合
い
ま
す
。

　
９
月
13
日
に
千
葉
県
で
行
わ
れ
た
関

東
甲
信
越
地
区
牛
削
蹄
大
会
に
お
い
て

栃
木
県
削
蹄
師
会
の
大
町
真
之
が
優
勝

し
、こ
の
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
計
24
名
の

削
蹄
師
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、
大
町
氏

は
健
闘
し
た
も
の
の
、
優
勝
は
鳥
取
県

代
表
の
小
川
氏
が
獲
得
し
ま
し
た
。
ま

た
次
の
大
会
で
栃
木
県
の
削
蹄
師
が
活

躍
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

左から　佐藤　勇一　氏　　　　村田富士雄　氏　　　　大町　真之　氏
　　　　　（栃木県削蹄師会会長）　　　（削蹄師）　　　　　　　（削蹄師）
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生
乳
受
託
課

　
平
成
29
年
10
月
度
の
組
合
生
乳
生
産

量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し
99
・

５
％
（
１
万
９
５
４
２
ｔ
）
と
、
７

月
以
降
４
ヶ
月
連
続
し
前
年
を
下
回

る
状
況
で
す
。
各
支
所
の
受
入
乳
量

は
、
那
須
高
原
支
所
１
万
２
８
２
２
ｔ

（
前
年
比
99
・
９
％
）、
宇
都
宮
支
所

２
４
７
９
ｔ
（
同
99
・
８
％
）、
県
南

支
所
４
２
４
２
ｔ
（
同
98
・
１
％
）
と

な
り
、
出
荷
者
数
は
、
前
年
同
月
よ
り

16
戸
減
の
４
２
８
戸
（
内
、
学
校
は
１

校
）
で
し
た
。

　
10
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
80
％
（
前
年
差
＋
０
・
03
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
80
％
（
同
▲
０
・

00
％
）、体
細
胞
数
21
・
63
万
（
同
▲
０
・

45
万
）
と
前
年
同
月
と
同
等
以
上
の
好

成
績
と
な
り
ま
し
た
。
尚
、
10
月
迄
の

不
合
格
件
数
は
５
８
０
件
で
、
前
年
同

期
５
９
６
件
を
16
件
下
回
っ
て
お
り
ま

す
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
10
月
総
受
託
乳
量

は
８
万
８
８
５
６
ｔ（
前
年
比
98
・
９
％
）

と
な
り
、
本
組
合
同
様
４
ヶ
月
連
続
し

前
年
を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、飲
用
・

加
工
・
チ
ー
ズ
向
け
が
生
産
量
（
前
年

比
98
・
９
％
）
に
準
じ
た
数
量
と
な
り
、

は
っ
酵
乳
向
け
が
若
干
前
年
を
上
回
り

ま
し
た
。

　
10
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

が
前
年
比
１
０
１
・
０
％
と
２
ヶ
月
連

続
し
前
年
を
上
回
り
回
復
基
調
の
中
、

都
府
県
は
98
・
２
％
と
25
ケ
月
連
続
し

前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

全
国
の
生
産
量
は
99
・
７
％
と
15
ケ
月

連
続
で
前
年
割
れ
の
状
況
で
す
。

　
尚
、平
成
29
年
10
月
の
生
産
量
・
乳
質
、

関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数
量
は

別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平成 29 年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 10 月期実績 前年同期実績 前年比 10 月末実績（累計） 前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 70,765,559 71,495,507 99.0 491,996,668 493,399,241 99.7 

（ う ち 学 校 向 け ） 12,493,347 12,358,038 101.1 68,660,530 68,499,606 100.2 

は っ 酵 乳 向 け 12,588,033 12,508,843 100.6 93,171,761 91,184,337 102.2 

特 定 乳 製 品 向 け 4,030,645 4,163,112 96.8 43,791,850 49,138,931 89.1 

（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,415,703 1,576,318 89.8 10,748,933 11,252,923 95.5 

チ ー ズ 向 け 56,530 57,744 97.9 433,683 440,501 98.5 

全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 88,856,470 89,801,524 98.9 640,142,895 645,415,933 99.2 

加 工 比 率 4.54 4.64 － 6.84 7.61 －
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９
月
度
理
事
会
（
９
月
29
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　 

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈥
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
８
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

㈢
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

10
月
度
理
事
会
（
10
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　 

特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い

て
㈤
　 

東
京
電
力
原
発
事
故
農
畜
産
物
損

害
賠
償
に
つ
い
て

㈥
　 

子
会
社
の
上
半
期
事
業
実
績
に
つ

い
て

㈦
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　 

９
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績
に

つ
い
て

お
知
ら
せ

《
農
作
業
中
の
事
故
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！
》

　
今
年
度
に
お
け
る
農
業
労
災
事

故
の
発
生
件
数
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

〇
牛
と
の
接
触
事
故
　
　
　
　

３
件

〇 

ラ
ッ
ピ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
で
牧
草
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
作
業
中
の
裂
傷
事
故

１
件

〇 

ミ
ル
カ
ー
ア
ー
ム
部
分
及
び
ロ
ー

ダ
ー
バ
ケ
ッ
ト
部
分
の
打
撲
事
故

２
件

〇 

デ
ン
ト
コ
ー
ン
刈
り
取
り
機
で

の
裂
傷
事
故
　
　
　
　
　
　

１
件

〇
サ
イ
ロ
詰
め
作
業
時
の
打
撲
事
故

１
件

　
年
末
に
向
か
い
何
か
と
忙
し
い

時
期
に
な
り
ま
す
が
、
健
康
管
理

を
含
め
万
全
な
体
制
で
酪
農
全
般

の
作
業
に
あ
た
り
、
農
作
業
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

10 月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格
十 勝 10月10日 492 392 79.7% 888 65 57 1,093
釧 路 10月11日 283 203 71.7% 843 15 10 984
根 室 10月12日 465 364 78.3% 843 46 39 987

豊 富 10月13日 300 170 56.7% 809 5 1 933
十 勝 10月25日 499 417 83.6% 862 70 64 1,087
北 見 10月26日 389 256 65.8% 838 11 8 1,024

合 計 2,428 1,802 74.2% 847 212 179 1,018
前 月 2,373 1,796 75.7% 858 229 154 995
前年同月 2,393 2,125 88.8% 807 221 188 939

　初妊牛の今後の動向は３～４月分娩のＦ 1 腹が中心となります。大型牧場の導入が引
き続き旺盛なことや、道内酪農家の経営状況が良い事から出回り頭数の減少が見込まれ、
相場が下がる要素が少なく高値維持～やや強含みで推移するものと思われます。導入を
希望される方は腹条件・分娩月によって手配に時間がかかることも予想されますので、
十分余裕をもってのお申込みをよろしくお願い申し上げます。

10 月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
10
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 114 65 223,560 10,800 120,259 13,216

F １雄 105 65 330,480 70,280 260,774 16,660

F １雌 102 59 254,880 101,520 183,865 21,286

（
10
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 0 0 0 0 0 ▲ 105,840

F １雄 12 96 344,520 75,600 281,610 ▲ 42,174

F １雌 10 94 273,240 230,040 255,744 ▲ 23,436

　今回の初生牛取引価格は前回から比較し、那須では全体的にやや強
含み、館林では弱含みとなっています。館林市場では成立頭数が少な
いため回毎の平均価格が大きく上下しやすいですが、年度当初のＦ 1 価
格平均（雄：383 千円、雌：290 千円）と比較すると、毎月大きく値動
きしながらも、全体としては右肩下がりとなっています。今後も回毎に
値動きをを繰り返しつつ、同様の動きで推移するものと思われます。

酪農とちぎ機関紙【第97号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部


